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A
東部地域防災センター建設計画の進捗状況は

〈町長〉

平成 33 年６月の開館に向け、設計業務の公募型建築プロポーザルを実施して
いる。

【
Ｑ
１
】

　

東
部
地
域
健
康
セ
ン

タ
ー
に
入
浴
設
備
が
あ
る

が
、
新
設
す
る
東
部
地
域

防
災
セ
ン
タ
ー
に
も
入
浴

設
備
を
整
備
す
る
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

長
期
避
難
生
活
に
必
要

不
可
欠
な
機
能
と
し
て
、

500
人
程
度
の
収
容
を
想
定

し
、
シ
ャ
ワ
ー
室
を
設
置

す
る
。
防
災
訓
練
、
避
難

訓
練
等
で
使
用
す
る
ほ
か

は
、
平
時
に
は
使
用
し
な

い
方
針
で
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

浴
室
を
廃
止
し
た
町
民

会
館
、
浴
室
の
あ
る
西
部

地
域
健
康
セ
ン
タ
ー
が
区

域
内
に
あ
る
く
ま
の
・
み

ら
い
交
流
館
に
も
シ
ャ

ワ
ー
室
は
設
置
す
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

中
央
地
域
及
び
西
部
地

域
の
防
災
拠
点
施
設
と
し

て
、
両
施
設
に
も
シ
ャ

ワ
ー
室
を
設
置
す
る
方
針

で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

東
公
民
館
よ
り
大
き

い
施
設
を
計
画
し
て
い
る

が
、
今
後
の
利
用
見
込
み

に
よ
る
も
の
か
、
災
害
時

を
踏
ま
え
て
の
も
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

東
部
地
域
防
災
セ
ン

タ
ー
か
ら
1.5
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
の
土
砂
災
害
警
戒

区
域
人
口
や
昨
年
の
豪
雨

時
の
避
難
率
を
基
に
施
設

規
模
を
設
定
し
、
災
害
に

備
え
る
こ
と
と
し
た
。

【
Ｑ
４
】

　

ペ
ッ
ト
同
伴
者
用
の
機

能
を
持
た
せ
る
と
い
う
こ

と
だ
が
、
動
物
が
苦
手
、
あ

る
い
は
、
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー

体
質
の
避
難
者
へ
の
配
慮

は
ど
う
す
る
の
か
。

【
Ａ
４
】

　

公
募
型
建
築
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
に
お
い
て
、
ペ
ッ
ト

同
伴
者
に
対
応
で
き
る
機

能
の
提
案
も
求
め
て
お
り
、

配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
。

〈民法 正則 議員〉Q

Q
A

豪雨災害を受けて今後の河川管理は

〈町長〉

町管理河川、16 河川、63 箇所の被害箇所の早急な復旧を図っ
ていく。

竹爪 憲吾議員

【
Ｑ
１
】

　

崩
れ
た
護
岸
の
整
備
現

状
と
今
後
の
予
定
は
。

【
Ａ
１
】

　

被
災
直
後
に
大
型
土
の

う
な
ど
で
仮
復
旧
。
護
岸

復
旧
の
予
定
は
、
県
管
理

河
川
は
順
次
発
注
さ
れ
、

町
管
理
で
は
４
河
川
の
工

事
を
発
注
済
。
こ
れ
以
外

の
箇
所
も
順
次
発
注
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

川
底
に
堆
積
し
た
土
砂

の
取
り
除
き
の
予
定
は
。

【
Ａ
２
】

　

県
管
理
の
二
級
河
川

で
は
、
県
が
実
施
箇
所
の

選
定
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

町
管
理
の
石
風
呂
川
や
道

上
川
な
ど
は
応
急
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫
作

業
を
既
に
終
わ
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

河
川
の
氾
濫
に
備
え
る

た
め
に
水
位
計
や
監
視
カ

メ
ラ
等
の
積
極
的
な
策
を

講
じ
る
予
定
は
。

【
Ａ
３
】

　

二
級
河
川
の
氾
濫
が
予

想
さ
れ
る
箇
所
に
水
位
計

を
設
置
す
る
よ
う
、
県
に

要
望
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

護
岸
整
備
の
際
、
狭
い

川
幅
を
広
げ
る
計
画
は
。

【
Ａ
４
】

　

災
害
復
旧
の
工
事
は
、

災
害
前
の
状
態
に
戻
す
工

事
で
あ
る
た
め
難
し
い
。

【
Ｑ
５
】

　

今
後
の
対
策
と
し
て
、

災
害
時
に
対
策
本
部
と
な

る
庁
舎
付
近
の
危
険
箇
所

の
拡
幅
を
早
期
に
望
む
が
。

【
Ａ
５
】

　

課
題
が
多
く
、
ま
ず
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
る
。

【
Ｑ
６
】

　

河
川
を
監
視
す
る
カ
メ

ラ
の
設
置
は
。

【
Ａ
６
】

　

情
報
収
集
し
、
調
査
研

究
し
て
い
く
。

公共施設

管理・整備

A
豪雨災害支援金の使い道は

〈町長〉

使途を明確にするため、全額を「筆の里づくり基金」へ積み立て、住民による
防災・減災の取り組みを加速させるような事業に活用する。

【
Ｑ
１
】

　

支
援
金
の
受
付
は
、
い

つ
か
ら
始
め
て
、
ど
の
よ

う
に
説
明
し
て
き
た
の
か
。

【
Ａ
１
】

　

支
援
金
の
受
付
は
「
ふ

る
さ
と
納
税
」、「
郵
便
局

口
座
振
込
」、「
支
援
金
箱

等
へ
の
直
接
寄
付
」
の
３

方
法
で
行
っ
て
い
る
。「
ふ

る
さ
と
納
税
」
は
７
月
９

日
、「
郵
便
局
口
座
」
は
７

月
18
日
に
開
設
し
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
掲
載
し
た
。

【
Ｑ
２
】

　

支
援
金
と
義
援
金
の
違

い
が
分
か
り
に
く
い
。
義

援
金
が
被
災
者
に
届
く
に

は
時
間
が
か
か
る
と
思
っ

て
い
た
が
、
支
援
金
よ
り

先
に
配
分
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。

【
Ａ
２
】

　

義
援
金
は
現
在
第
３
次

ま
で
配
分
さ
れ
て
い
る
。

　

支
援
金
に
つ
い
て
は
災
害

弔ち
ょ
う
い慰
金
、
見
舞
金
と
し
て
、

町
の
第
１
回
支
給
分
を
８

月
10
日
に
支
給
し
た
。
支
援

金
の
額
は
、
１
月
末
現
在
、

９
４
１
９
万
４
２
１
６
円

で
、
全
額
を
基
金
に
積
み
立

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
充

当
す
る
。
実
際
に
は
被
災
者

に
は
早
く
か
ら
届
け
ら
れ
た

形
に
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

支
給
分
、約
１
２
０
０
万

円
の
残
り
で
あ
る
、
約

８
０
０
０
万
円
を
プ
ー
ル

し
て
お
い
て
、
そ
の
都
度

使
う
の
は
納
得
で
き
な
い
。

【
Ａ
３
】

　

支
援
金
の
活
用
方
針
と

し
て
、「
被
災
者
支
援
及

び
生
活
再
建
支
援
に
資
す

る
事
業
」、「
住
民
に
よ
る

防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く

り
に
資
す
る
事
業
」、「
防

災
・
減
災
対
策
ソ
フ
ト
事

業
」
に
充
当
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
来
年
度
以
降

も
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
性
に
沿
っ
た
施
策

を
進
め
る
た
め
に
大
切
に

活
用
す
る
。

〈立花 慶三 議員〉Q その他の
町行政

今
月
の
表
紙

「
熊
野
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
」
練
習
の
様

子
（
熊
野
第
三
小
学
校
６
年　

永
谷
歩
夢
く
ん
）

　

現
在
、
呉
地
区
少
年
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
に
加
盟
し
て

お
り
、
熊
野
第
一
小
か
ら
第

四
小
の
４
校
全
て
の
小
学
校

か
ら
24
名
の
子
ど
も
達
が
在

籍
し
活
動
し
て
い
ま
す
。
土

曜
午
前
は
第
四
小
、
日
曜
午

前
は
第
三
小
で
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
更
に
、
月
曜
と
水

曜
は
第
三
小
で
ナ
イ
タ
ー
練

習
も
行
い
、
日
々
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
、

体
力
づ
く
り
や
「
あ
い
さ
つ
」

な
ど
の
礼
儀
も
指
導
し
て
い

ま
す
。
県
大
会
や
中
国
大
会

に
出
場
し
、
Ｕ
‐
15
日
本
代

表
に
も
選
出
さ
れ
る
な
ど
、

目
標
に
向
か
っ
て
練
習
や
試

合
を
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
見
学
や
体
験
に
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

保
護
者
代
表　

染
川　

博
昭

電　
　

話　

854
‐
２
７
６
７

永年の功績により受賞！　〜自治功労者等表彰〜

　「平成 30 年度自治功労者等表彰式」が、２月 21 日にパルテ・ザ・スタイル・オブ・ウェディングで
開催されました。本議会からは、町議会議員として永年にわたり在職し、地域振興と住民福祉の向上
に貢献された山野 千佳子議員と久保隅 逸郎議員が、議員在職 27 年以上として、全国町村議会議長会
会長から表彰を受けられました。受賞おめでとうございます。

◀︎
山
野 

千
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子 

議
員

◀︎
久
保
隅 

逸
郎 

議
員

　

 

全
表
彰
者
を
代
表
し
て

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
る
山
野

◀︎
議
員


